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第１問 

Ⅰ 

ア 884 

イ 脂肪酸B C18H36O2  脂肪酸C C18H30O2 

ウ C  

  (理由) 飽和脂肪酸であるBの分子構造が直線状であるのに対して，シス形の炭素間二重結合をもつCの分

子構造は折れ曲がっており，Cは分子どうしが密に配列しにくくBに比べて分子間力が弱いから。 

エ CH3－CH2－CH＝CH－(CH2)7－CH＝CH－CH2－CH＝CH－CH2－COOH 

  CH3－CH2－CH＝CH－CH2－CH＝CH－(CH2)7－CH＝CH－CH2－COOH 

  CH3－CH2－CH＝CH－CH2－CH＝CH－CH2－CH＝CH－(CH2)7－COOH 
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第2問 

Ⅰ 

ア C(黒鉛) + O2(気) = CO2(気) + 394 kJ 

  CH4(気) + 2O2(気) = CO2(気) + 2H2O(液) + 891 kJ 

  2.3 倍 

イ  アンモニアの燃焼反応の熱化学方程式は， 

    4NH3(気) + 3O2(気) ＝ 2N2(気) + 6H2O(液) + Q1 (kJ)  （反応６） 

    (反応熱)＝(生成物の生成熱の総和)－(反応物の生成熱の総和) より， 

    Q1 ＝ 6×286 － 4×46 = 1532(kJ) 

  反応6ではCO2(気)は生成しないので，反応5と反応4でそれぞれCO2が1 mol生成するときに発生 

  するときの熱量の差 (891－394＝)497( kJ) を反応6で補えばよい。よって，必要なアンモニア 

  を )(molx とすると， 

    
1532

497
4

x   

    1.29x  (mol)          答 1.3 mol 

ウ  
3

8
×(反応１) +

3

8
×(反応２) + 

1

2
×(反応3)より， 

   
3

8
CH4(気) + 

3

4
H2O(液) + 

1

2
N2(気) = NH3(気) + 

3

8
CO2(気) －15.8 kJ   

     答 エネルギー：吸収される 絶対値：16 kJ 

エ (NH2)2CO 

オ  0.38 mol，0.87倍 
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Ⅱ 

カ (b)－(3)，(c)－(1)，(d)－(2) 

キ Cu(OH)2 + 4NH3 → [Cu(NH3)4]2+ + 2OH−   

ク (K：Fe：C：N=) １：２：６：６ 

ケ プルシアンブルーKFe2C6N6の式量は306.7であり，単位格子中にFe2+とFe3+が4個ずつ含まれてい 

 るので， 

   
306.7´

4

6.02´1023

(0.50´10-7 ´ 2)3
= 2.03(g/cm3 )  

         答 2.0 g/cm3  

コ プルシアンブルー 1.0 g に吸着された窒素の物質量は， 

   
1.0´105 ´ 0.060

8.31´103 ´300
= 2.40´10-3(mol) 

  プルシアンブルー 1.0 g の物質量は，
1.0

306.7
(mol)   

  一辺が1.00 nmのプルシアンブルーに吸着される窒素分子の数を xとする。 

   4 : x =
1.0

306.7
: 2.40´10-3   x = 2.9 

     

         答 3分子 
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第3問 

Ⅰ 

ア 3 Fe2O3 ＋ CO  2 Fe3O4 ＋ CO2 

Fe3O4 ＋ CO  3 FeO ＋ CO2 

FeO ＋ CO  Fe ＋ CO2 

イ 下線部⑤の反応を一つにまとめた化学反応式は， 

Fe2O3 ＋ 3 CO  2 Fe ＋ 3 CO2 

 Fe 2 mol（55.8×2 g）あたりCO2 3 mol（44.0×3 g）が排出されるので，求める排出量は， 

7.50×107×
 44.0×3 

 55.8×2 
 ＝ 8.87×107（トン） 

（答） 8.9×107 トン  

ウ 水深10.0 mにおける圧力は， 

1.00×105 ＋ 1.00×104×10.0 ＝ 2.00×105 (Pa) 

 理想気体の状態方程式より，ρ ＝ 
 PM 
 RT 

 と表されるので， 

ρ ＝ 
 2.00×105×44.0 

 8.31×103×(273＋15) 
 ＝ 3.67 (g/L) 

（答） 3.7 g/L  

エ 5×102 m 

オ  a：ファンデルワールス力   b：水素結合   c ：分子量 

カ ⑷ 
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Ⅱ 

キ  d：k1([Ck]0 － [Ck･Ab])[Ab]0 － k2[Ck･Ab] 

 e：k1[Ab]0 ＋ k2 

 f ：k1[Ck]0[Ab]0 

ク k1 ＝ 5×105 L mol－1s－1，k2 ＝ 1×10－3 s－1 

ケ  g：
 [Ck･Ab] 

 ([Ck]0 － [Ck･Ab])[Ab]0 
 

 h：
 K[Ab]0 

 K[Ab]0 ＋ 1 
 

コ ⑴█Ⅰ 理由：問ケの結果より， [Ab]0 ＝ 
 1 
 K 

 のとき，X ＝ 0.5になるから。 

サ Ab2：⑴█ⅲ Ab3：⑴█ⅳ 

シ Ab1，[Ab]0 ＝ 9×10－9 mol L－1 
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